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日
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二
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八
日
ま
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日

間
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日
程
で
開
か
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ま
し
た
。
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会
日
に
は
、
納
田
町
長
が
町
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問
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問
題
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題
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問
題
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︶
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七
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認
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。
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上
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職
功
労
者
と

し
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、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
伝
達
式

が
自
治
会
館
で
あ
り
、
本
町
の
吉
岡
哲
雄
議

員
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

吉
岡
氏
は
、
昭
和
三
十
四
年
十
月
一
日
よ

り
上
板
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
十
三

期
を
数
え
、
五
十
年
の
永
き
に
亘
り
、
地
方

自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
、
現
在
も
上
板
町

議
会
議
員
と
し
て
、
町
発
展
の
た
め
ご
活
躍

を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
議
会
議
長
を
は
じ
め
板
野
郡
町

議
会
議
長
会
会
長
等
数
々
の
要
職
に
就
か
れ
、

地
方
議
会
一
筋
に
ご
活
躍
さ
れ
た
そ
の
多
大

な
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
全
国
町
村

議
会
議
長
会
よ
り
、
名
誉
町
村
議
会
議
員
の

称
号
を
贈
ら
れ
、
五
十
年
在
職
功
労
者
の
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

吉
岡
氏
の
栄
あ
る
受
賞
を
た
た
え
る
と
共

に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。

『町村議会議員として５０年以上在職者』（名誉町村議会議員）表彰

　

一
月
十
日
、
新
年
互
礼
会
の
席
に
お
い
て
、
町
長
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
そ
の
功
績
に
よ
り
表
彰
又
は
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、

次
の
方
々
で
す
。
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一般会計
歳　　出
39億0,000万円

議会費
78,740千円
（2.0％）

総務費
472,264千円
（12.1％）

公債費
507,455千円
（13.0％）

その他
13,815千円
（0.4％）

民生費
1,317,869千円

（33.8％）

衛生費
496,774千円
（12.7％）

農林水産業費
200,277千円
（5.1％）

商工費
4,293千円
（0.1％）

土木費
267,052千円
（6.9％）

消防費
182,390千円
（4.7％）

教育費
359,071千円
（9.2％）

自
主

財

源

依

存

財

源

64.4％

35.6
％　

町税
1,059,550千円

（27.2％）

繰入金
123,089千円
（3.1％）

使用料・手数料
121,592千円
（3.1％）

地方交付税
1,410,000千円

（36.2％）

国庫支出金
341,394千円
（8.7％）

町債
276,300千円
（7.1％）

その他
繰越金・諸収入　
財産収入・寄付金

70,706千円（1.8％）

（ ）

分担金・負担金
15,028千円
（0.4％）

一般会計
歳　　入
39億0,000万円

地方譲与税
80,500千円
（2.1％）

地方消費税交付金等の交付金
128,100千円（3.3％）

一般会計　39億0,000万円の内訳

県支出金
273,741千円
（7.0％）

Ｈ22. 2. 28現在
13,086人（4,616世帯）

町民１人当たりが納める税金

8万900円
町民１人当たりに使われる費用

29万8,000円
１世帯当たりに使われる費用

84万4,800円

　上板町議会３月定例会において平成２２年度の一般会計当初予算及び国民健康保険特別会計など７特別会

計の当初予算が議決されました。

　一般会計の歳入歳出予算総額は前年度当初予算に比べ１４.８％（６億８０００万円）減の３９億円となってお

ります。

　歳入面では、町税、地方交付税、臨時財政対策債、及び財政調整基金等の「一般財源総額」は６.３％の減

であります。財政調整基金取り崩しによる繰入金は５２.８％の減となっていますが、基金の残高は減少の一途

を辿っており極めて深刻な状況に変わりありません。

　歳出面では、義務教育施設耐震二次診断調査結果に基づき、松島小学校体育館耐震改修工事実施設計業務

委託をはじめ、木造住宅耐震改修補助金の交付、中学校卒業までの児童・生徒に一律１３,０００円を給付する

子ども手当、公共水域の水質保全促進の為の浄化槽設置整備事業、また、防災避難箇所へ太陽光発電式 LED

防犯灯を設置する地域グリーンニューディール戦略事業、全町営住宅の火災報知器設置事業など防災対策、

環境施策に重点を置いた予算編成となっております。

　厳しい状況が続きますが、「重点的かつ効率的で持続可能な財政運営を行える足腰の強い町づくり」を引

き続き実現するため、限られた財源を有効に活用した行政サービスに取り組みますので、町民の皆様方のご

理解とご協力をよろしくお願いします。

一般会計予算 ３９億０,０００万円
特別会計予算 ２８億２,４２２万円

　　　計 ６７億２,４２２万円

　特別会計

１３億０,８１２万円国民健康保険事業

１０３万円老人保健事業

１億２,６１８万円後期高齢者医療事業 

１０億３,５７５万円介護保険事業

３,９９３万円住宅新築資金等貸付事業

３,８１７万円農業集落排水事業

２億７,５０４万円水道事業

43億4,435万円

42億0,050万円

49億8,500万円

38億7,900万円

40億7,600万円

35億8,300万円

42億0,000万円

38億0,000万円

39億4,000万円

39億2,000万円

45億8,000万円

39億0,000万円

11年度

12年度

13年度

14年度

15年度

16年度

17年度

18年度

19年度

20年度

21年度

22年度

11年度

12年度

13年度

14年度

15年度

16年度

17年度

18年度

19年度

20年度

21年度

22年度

普通交付税の推移 一般会計当初予算の推移

（当初予算）

（決算見込）

18億7,500万円

18億4,100万円

17億0,100万円

15億7,600万円

13億7,500万円

13億4,300万円

13億6,800万円

14億3,100万円

14億0,200万円

14億2,700万円

14億1,800万円

13億5,000万円
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光
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高
志
小
学
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好　
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成
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防
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長
表
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春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
行
事
の

一
環
と
し
て
、
去
る
三
月
一
日
に
上

板
町
消
防
団
︵
中
川　

直
団
長
︶
に

よ
る
町
内
一
円
で
の
火
災
予
防
パ

レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
六
分
団
よ
り
団
員
二
十
三
名

と
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
六
台
が
参
加

し
、
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
役
場
前

で
出
発
式
を
お
こ
な
っ
た
あ
と
、
約

二
時
間
を
か
け
て
町
内
を
巡
回
し
、

﹁
火
災
予
防
﹂
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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災災災災災災災災災災災災災災
予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防
パパパパパパパパパパパパパパ
レレレレレレレレレレレレレレ
ーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドド

春
季
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド

　

平
成
二
十
二
年
上
板
町
消
防
団
出

初
式
が
、
一
月
十
四
日︵
木
︶に
﹁
上

板
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
﹂
で

盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

晴
れ
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は

次
の
方
々
で
す
。︵

順
不
同
、
敬
称
略
︶

　

三
月
一
日
、
春
季
全
国
火
災
予
防

運
動
行
事
の
一
環
と
し
て
、
東
光
小

学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
上
板
町
消

防
団
等
が
、
板
野
西
部
消
防
署
主
催

に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動
を
上
板
町
西

分
の
安
全
地
帯
に
お
い
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

約
一
時
間
、
通
行
中
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
﹁
手
作
り
の
防
火
グ
ッ
ズ
﹂

等
を
配
付
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災
予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防
をををををををををををををを
ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ
・・・・・・・・・・・・・・
ＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ

火
災
予
防
を
Ｐ
・
Ｒ

　

去
る
、
三
月
五
日︵
金
︶東
京
の

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
表
彰

式
が
あ
り
、
上
板
町
消
防
団
員
と
し

て
二
十
五
年
以
上
と
い
う
永
き
に
わ

た
り
地
域
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
栄
誉
あ
る
日
本
消
防
庁
長
官

永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

上板町消防団
団　　長

中　川　　　直

日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本
消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防
庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁
長長長長長長長長長長長長長長
官官官官官官官官官官官官官官

日
本
消
防
庁
長
官

表表表表表表表表表表表表表表

彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

表　
　

彰
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　このほど、西分の教育集会所北側に大山消防コミュニティセンターが完成しました。

　この施設は、現上板町消防団第５分団詰所の老朽化に伴い建設されたもので、鉄骨２階建ての屋内には、消防

団詰所・消防車庫・災害備蓄倉庫・研修室等が

設けられ、屋外にはホース乾燥塔が整備され、

新たな地域の防災拠点として期待されます。

　災害発生時には、避難所及び迅速かつ的確な

応急対策活動を行うための活動拠点として使わ

れるほか、平常時には地域の自主防災組織力の

強化、消防防災研修及び啓発等を行う施設とし

て活用し、今後この施設が整備されたメリット

を最大に活かし防災機能の強化を図り、地域の

皆様が安心で安全に暮らせるまちづくりを目指

します。

その他ご不明な点がありましたら総務課までお問い合わせください。

お申し込み・お問い合わせ窓口　　総務課　電話　６９４−６８０１

●　●　●　木造住宅耐震診断・耐震改修事業の募集　●　●　●

災害に強いまちづくりを目指して

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防ココココココココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」が完成

　南海地震は、今後３０年以内に５０〜６０％程度の確率で起こると予測されています。

　この地震による県内の震度は、震度５強〜震度６強の揺れが起こり建物の倒壊による被害が予想されています。

地震への対策として、町内の木造住宅の耐震診断及び耐震改修事業を実施します。

耐　　震　　診　　断

①　対象となる住宅

　・昭和５６年５月３１日以前に着工された３階建てま

での木造住宅

　　（併用住宅、共同住宅、長屋、借家も対象です）

　・在来軸組工法、伝統工法により建築された住宅

　　（プレファブ・ツーバイフォー・丸太組工法は除か

れます）

　・現在居住しているもの

②　申　込　者

　・対象となる住宅の所有者

　・借家の場合は入居者の同意が必要

③　受 付 期 間

　・平成２２年４月１日〜１２月２８日

　　（受付戸数になり次第終了します）

④　受 付 戸 数

　・５０戸

⑤　自己負担額

　・一戸建ての場合、３千円

　・二戸以上の共同住宅の場合、６千円

耐　　震　　改　　修

①　対象となる住宅

　・耐震診断結果が０.７未満（倒壊する可能性が高い）

と総合判定され、改修によって１.０以上（一応倒

壊しない）の総合判定となる木造住宅

②　受 付 期 間

　・平成２２年４月１日〜１２月２８日

　　（受付戸数になり次第終了します）

③　受 付 戸 数

　・５戸

④　補　助　金

　・耐震改修に要する工事費の２／３

の額を補助金として交付します

　　（交付限度額は６０万円まで）

⑤　耐震改修アドバイザー

　・安心して耐震改修工事に取り組め

るように耐震改修アドバイザーが

「改修計画」「工事中」「完成時」

の内容を第三者の目で確認します
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　平成２２年３月の町議会定例会において、上板町税条例の一部が改正され、町県民税における前納報奨金制度

が、平成２２年度から廃止され、固定資産税の交付率１.０／１００を０.５／１００へ引き下げることとなりました。

　前納報奨金制度とは、税収の早期確保や納税意欲の高揚を図るため、第１期の納期内にその年度の税額の全額

を納付した場合にのみ、納付額に応じた報奨金を交付するものです。

前納報奨金制度の廃止及び変更のお知らせ前納報奨金制度の廃止及び変更のお知らせ

平成２２年度から町県民税の前納報奨金制度が廃止になり、

固定資産税の交付率１.０／１００を０.５／１００へ引き下げます。

【廃止及び変更の主な理由】

�口座振替制度の普及などにより、納税意識の向上など制度の一定の目的が達成されたといえること。

�制度を利用できるのが全期分を一括納付できる普通徴収の人に限られ、給与から特別徴収（天引き）

されている人や、平成２１年度から開始された公的年金からの特別徴収（天引き）の対象となる年

金受給者については制度を利用できないなど不公平感があること。

�行財政改革の一環として経費削減が図られ、廃止により生じる財源をより多くの町民の皆様への

サービス向上に活用できること。

◇なお、前納報奨金制度が廃止となった後も、これまで同様全期前納（第１期の納期内にその年度の税額の全額

を一括納付するもの）は可能となっています。

【全期前納を各期納付へ変更を希望される方】

　口座振替を利用されている方で、｢ 全期前納 ｣ から ｢ 各期納付 ｣ への変更を希望する方は、お手数

ですが上板町役場税務課の窓口にて手続きをお願いします。

　納税者の皆様には、税負担の公平性と財源確保のためご理解いただき、今後とも町税の納期内納付についてご

協力をお願いします。

　税務課より町税の各納期のご案内をいたします。

　納期内に納付していただきますよう、よろしく

お願いします。

納期のお知らせ
納　　　　期期別税　目

５ 月 １ 日 から ５ 月31日全期軽自動車税

６ 月 １ 日 から ６ 月30日

10月 １ 日 から11月 １ 日

１ 月 １ 日 から １ 月31日

１期

２期

３期

町 県 民 税

７ 月 １ 日 から ８ 月 ２ 日

９ 月 １ 日 から ９ 月30日

12月 １ 日 から12月27日

１期

２期

３期

固定資産税

７ 月 １ 日 から ８ 月 ２ 日

９ 月 １ 日 から ９ 月30日

10月 １ 日 から11月 １ 日

12月 １ 日 から12月27日

１ 月 １ 日 から １ 月31日

１期

２期

３期

４期

５期

国 民 健 康

保　険　税
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平
成
二
十
一
年
度
町
内
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
少
年
野
球
大
会
が
、
昨
年
九

月
五
日︵
土
︶に
神
宅
小
学
校
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
町
内
３
チ
ー
ム
に
よ

る
リ
ー
グ
戦
方
式
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、

元
気
あ
ふ
れ
る

プ
レ
ー
で
保
護

者
の
声
援
に
応

え
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果

は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
優　

勝　

高
志
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

◆
準
優
勝　

松
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

◆
第
三
位　

大
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

平
成
二
十
一
年
度
町
内
卓
球
大
会

が
、
一
月
二
十
四
日︵
日
︶に
上
板
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
﹁
多
目
的

ホ
ー
ル
﹂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
町

内
の
卓
球
愛
好
者
約
六
十
名
が
参
加

し
、
小
学
生
の
部
・
一
般
の
部
・
団

体
の
部
に
と
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
個

人

戦

�
小
学
生
女
子
の
部　

優　

勝　

中　

北　

衣
麻
里

　

準
優
勝　

清　

水　

満
喜
子

　

第
三
位　

鈴　

田　

日
向
子

�
小
学
生
男
子
の
部　

　

優　

勝　

佐　

藤　
　
　

直

　

準
優
勝　

大　

野　

雄　

仁

　

第
三
位　

北　

村　

太　

一

�
一
般
女
子
の
部

　

優　

勝　

吉　

平　

美
智
子

　

準
優
勝　

斎　

藤　

和　

恵

　

第
三
位　

乾　
　
　

励　

子

�
一
般
男
子
の
部

　

優　

勝　

吉　

住　

勝　

己

　

準
優
勝　

吉　

田　

浩　

通

　

第
三
位　

野　

口　
　
　

聡

　
団

体

戦

　

優　

勝　

上
板
ク
ラ
ブ
Ａ

　

準
優
勝　

上
板
ク
ラ
ブ
Ｂ

　

第
三
位　

上
板
中
学
校
Ｏ
Ｂ

　

去
る
二
月
二
十
一
日︵
日
︶
上

板
町
役
場
・
中
央
公
民
館
に
お

い
て
、
本
町
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お

け
る
功
労
、
活
躍
を
称
え
、
上

板
町
体
育
協
会
よ
り
平
成
二
十

一
年
度
体
育
功
労
者
、
ス
ポ
ー

ツ
優
秀
者
︵
団
体
︶
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
︵
団
体
︶
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
体
育
功
労
者

　

清　

水　
　
　

豊

　

︵
上
板
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

︶

　
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者

　

岡　

本　

泰　

崇

︵
神
宅
小
学
校　

柔
道
︶

　

松　

永　

郁　

歩

︵
松
島
小
学
校　

柔
道
︶

　

原　

田　

虎　

礼

︵
松
島
小
学
校　

少
林
寺
拳
法
︶

　

佐　

藤　

絢　

美

︵
上
板
中
学
校　

柔
道
︶

　

狭　

戸　
　
　

翔

︵
上
板
中
学
校　

柔
道
︶

　
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
団
体

　

上
板
中
学
校　

野
球
部

上
板
町
体
育
功
労
者
・
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者︵
団
体
︶表
彰

小学生女子小学生男子

一般女子一般男子団体の部（優勝）

町
内
少
年
野
球
大
会

町
内
卓
球
大
会

●
春
季
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

四
月
中
旬
開
催
予
定

●
町
内
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

五
月
中
旬
開
催
予
定

︵
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。︶

体育行事の
ご 案 内
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次
代
を
担
う
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

の
健
全
育
成
と
交
流
を
図
る
目
的
で
、

第
九
回
上
板
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

駅
伝
大
会
が
、
上
板
町
体
育
協
会
・

上
板
町
体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議

会
・
上
板
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・

上
板
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
及
び
上
板

町
教
育
委
員
会
共
催
に
よ
り
、
二
月

十
一
日︵
木
︶に
上
板
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
周
辺
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
女

子
チ
ー
ム
の
部
︵
一
・
六
㎞
×
六
区

間
︶
と
男
子
チ
ー
ム
の
部
︵
一
・
六

㎞
×
九
区
間
︶
に
九
チ
ー
ム
︵
男
子

七
チ
ー
ム
・
女
子
二
チ
ー
ム
︶
が
参

加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
曇
り
空
で
し
た
が
、
気

温
も
丁
度
良
く
駅
伝
を
す
る
に
は
絶

好
な
天
気
で
し
た
。
選
手
た
ち
は
指

導
者
や
保
護
者
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
か

ら
の
温
か
い
声
援
に
背
中
を
押
さ
れ
、

見
事
全
チ
ー
ム
が
最
後
ま
で
﹁
た
す

き
﹂
を
つ
な
ぎ
、
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
女
子
チ
ー
ム
の
部

　

優　

勝　

高
志
フ
レ
ン
ズ

　
　
　
　
　

四
十
五
分
十
二
秒

　

準
優
勝　

上
板
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ

　
　
　
　
　

四
十
九
分
十
三
秒

　
男
子
チ
ー
ム
の
部

　

優　

勝　

松
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
　
　
　
　

五
十
七
分
四
十
三
秒

　

準
優
勝　

上
板
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
白

　
　
　
　
　

五
十
九
分
十
八
秒

　

第
三
位　

高
志
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
　
　
　
　

一
時
間
五
十
一
秒

�
女
子
区
間
賞　

　

第
一
区　

戸
田　

彩
加

　
　
　
　
　

︵
高
志
フ
レ
ン
ズ
︶

　
　
　
　
　
　

六
分
三
十
五
秒

　

第
二
区　

切
原　

文
梨

　
　
　
　
　

︵
上
板
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ
︶

　
　
　
　
　

七
分
十
四
秒　

　

第
三
区　

秦　
　

紗
香

　
　
　
　
　

︵
高
志
フ
レ
ン
ズ
︶

　
　
　
　
　

七
分
三
十
八
秒

　

第
四
区　

青
山　

未
来

　
　
　
　
　

︵
高
志
フ
レ
ン
ズ
︶

　
　
　
　
　

七
分
三
十
七
秒

　

第
五
区　

川
上　

玲
香

　
　
　
　
　

︵
高
志
フ
レ
ン
ズ
︶

　
　
　
　
　

八
分
十
二
秒

　

第
六
区　

本
浄　

里
菜

　
　
　
　
　

︵
上
板
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ
︶

　
　
　
　
　

七
分
四
十
五
秒

�
男
子
区
間
賞　

　

第
一
区　

岩
田　

大
樹

　
　
　
　
　

︵
松
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︶

　
　
　
　
　

五
分
四
十
一
秒

　

第
二
区　

鎌
田　

航
平

　
　
　
　
　

︵
松
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︶

　
　
　
　
　

六
分
六
秒

　

第
三
区　

七
條　

真
輔

　
　
　
　
　

︵
高
志
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︶

　
　
　
　
　

六
分
三
十
七
秒

　

第
四
区　

片
岡　
　

威

　
　
　
　
　

︵
松
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︶

　
　
　
　
　

六
分
十
九
秒

　

第
五
区　

豊
久　

雄
友

　
　
　
　
　

︵
高
志
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︶

　
　
　
　
　

六
分
三
十
七
秒

　

第
六
区　

荒
川　

優
人

　
　
　
　
　

︵
松
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︶

　
　
　
　
　

六
分
三
十
四
秒

　

第
七
区　

七
條　

敦
弥

　
　
　
　
　

︵
松
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︶

　
　
　
　
　

六
分
十
七
秒

　

第
八
区　

杉
本　

良
太

　
　
　
　
　

︵
松
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︶

　
　
　
　
　

六
分
十
五
秒

　

第
九
区　

梶
田
琳
太
郎

　
　
　
　
　

︵
上
板
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︶

　
　
　
　
　

六
分
三
十
七
秒

�
女
子
最
優
秀
賞　

　

戸
田　

彩
加

　

︵
高
志
フ
レ
ン
ズ
︶

　

六
分
三
十
五
秒

�
男
子
最
優
秀
賞　

　

岩
田　

大
樹　
　
　
　
　
　
　
　

　

︵
松
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︶

　

五
分
四
十
一
秒

　
オ
ー
プ
ン
の
部

�
女
子
優
秀
賞　

　

近
藤　

彩
乃

　

︵
高
志
フ
レ
ン
ズ
︶

　

七
分
三
十
六
秒

�
男
子
優
秀
賞　

　

切
原　

優
太

　

︵
上
板
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ
︶

　

七
分
五
十
秒

第
九
回
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
大
会

上
板
町
内
女
子　
　
　

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

上
板
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催

に
よ
る
平
成
二
十
一
年
度
上
板
町
内

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
平
成

二
十
二
年
三
月
七
日︵
日
︶に
上
板
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

町
内
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
当
日
の
試
合
内
容
は
、
熱
戦

が
続
き
、
中
で
も
、
攻
守
の
バ
ラ
ン

ス
に
優
れ
た
﹁
上
板
ク
ラ
ブ
﹂
が
安

定
し
た
試
合
運
び
で
優
勝
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
の
成
績
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

優　

勝　

上
板
ク
ラ
ブ

　

準
優
勝　

オ
リ
ー
ブ

　

第
三
位　

高
志
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

　

第
四
位　

東
光
レ
デ
ィ
ー
ス



第１６５号 平成２２年４月１日　（10）

シンプルな助成体系

お問い合わせ先 中国四国農政局
徳島農政事務所

農政推進課
088−622−6132

計画課
088−622−6133

地域第一課
0884−22−0328

地域第二課
0883−25−3131

標
準
的
な
生
産
に
要
す
る
費
用

︵
過
去
７
年
中
庸
５
年
の
平
均
︶

標
準
的
な
販
売
価
格

当
年
産
の
販
売
価
格

当
年
産
の
販
売
価
格

︵
過
去
３
年
の
平
均
︶

変動部分

変動部分なし

定額部分
（1.5万円/10a）

交付対象面積

主食用米の作付
面積から、自家
飯米・縁故米用
に供される分と
して一律10アー
ルを差し引いた
面積とします。

自給率向上に向けた環境整備を図るために、米の生産数量目標に従って生産する販売農家・集落営

農の皆さんに対して、主食用米の作付面積10アール当たり1.5万円を定額交付します。米の価格が下

落した場合には追加の補てんも行います。

水田で麦・大豆・米粉用米・飼料用米などを生産する販売農家・集落営農の皆さんに、主食用米と

同等の所得を確保できる水準の支援を行います。

これまで受給調整に参加してこなかった生産者が参加しやすくなるよう、米の生産数量目標の達成

に関わらず助成対象とします。

２．米のモデル事業（米戸別所得補償モデル事業）

１．自給率向上事業（水田利活用自給力向上事業）

※戦略作物：麦、大豆、飼料作物、米粉用・飼料用・バイオ燃料用米、WCS用稲、そば、なたね、加工用米

麦、大豆、飼料作物

そば、なたね、加工用米

その他作物

新規需要米
（米粉用・飼料用・バイオ燃料用米、WCS用稲）

二毛作助成
（主食用米と戦略作物又は戦略作物同士の組み合わせ）

麦４.７万円
大豆５.１万円

飼料作物２.８万円

８.０万円

２.０万円

１.５万円

０.９万円、１.１万円

作　物 単　価（10アール当たり）

戸別所得補償モデル対策が
スタートします

４月から
自給
率向
上
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効力発生日適用除外される労働者時間額（円）特定（産業別）最低賃金件名

平成２１年

１２月２１日

⑴　１８歳未満又は６５歳以上の者

⑵　雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの

⑶　次に掲げる業務に主として従事する者

　イ　清掃、片付けその他これらに準ずる軽易な業務

　ロ　木材の結束・包装・箱詰め又は手作業による木材の

研磨の業務

770
造 作 材 ・ 合 板 ・

建 築 用 組 立 材 料 製 造 業

平成２１年

１２月２６日

⑴　１８歳未満又は６５歳以上の者

⑵　雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの

⑶　次に掲げる業務に主として従事する者

　イ　清掃、片付けその他これらに準ずる軽易な業務

　ロ　玉軸受、ころ軸受製造業に係る業務のうち、切削く

ずの取り除き等の業務

791
は ん 用 機 械 器 具 、

生 産 用 機 械 器 具 、

業 務 用 機 械 器 具 製 造 業

平成２１年

１２月２１日

⑴　１８歳未満又は６５歳以上の者

⑵　雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの

⑶　次に掲げる業務に主として従事する者

　イ　清掃、片付けその他これらに準ずる軽易な業務

　ロ　手工具又は小型動力機を用いて行う組線、取付け、

かしめ及び巻線の業務

746
電子部品・デバイス・電子回路、

電 気 機 械 器 具 、

情報通信機械器具製造業

日本政策金融公庫徳島支店／国民生活事業からのご案内

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平 成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成 ２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年２１年 度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第度 第 ２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次２次 補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補 正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正 予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予 算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算 成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成 立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立補 正 予 算 成 立！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　設 備 資 金

�設備資金の利率を２年間低減　『　基準利率　−０.５％　』

　運 転 資 金

�セーフティネット貸付のうち雇用維持・拡大に関する利率を更に低減

　１．セーフティネット貸付のうち業況が悪化している方　  ……………………　基 準 利 率　−０.３％

　２．１に該当し、雇用の維持・拡大に取り組む方　  ……………………………　基 準 利 率　−０.５％
（従来−０.４％⇨−０.５％に拡充）

　３．第三者保証人等を不要とする融資（保証人がいない方）　  …………………　上乗せ金利　＋０.３５％

　４．「おまとめ融資」＋「長期返済に組み替え」

（基準利率は平成２２年２月１５日現在２.１５％です。ご利用には一定要件があります。詳細はお気軽にお問い

合わせください。）

特定の産業には特定（産業別）最低賃金が定められています。

お問い合わせ・ご相談　徳島労働局労働基準部賃金室　℡０８８−６５２−９１６５　又は最寄りの労働基準監督署へ

【セーフティネット貸付制度の主な概要】

４,８００万円以内ご 融 資 額

運転資金　　８年以内（うち据置期間３年以内）

設備資金　１５年以内（うち据置期間３年以内）

（いずれも基準利率２.１５％〜。また、第三者保証人等不要

の場合は設備資金の返済期間は１０年となります。）

ご返済期間

日 本 政 策 金 融 公 庫

徳島支店　国民生活事業

〒７７０−０８５６

徳島市中洲町１−５８

TEL　０８８−６２２−７２７１

相談担当　第十、服部、本山

融資制度の拡充内容　



第１６５号 平成２２年４月１日　（12）

平成 22年度春　JICAボランティア「体験談＆説明会」開催日程のご案内（徳島県内）

住　　　　所会　　　　場開 始 時 刻開 催 日 程開 催 地

徳島市寺島本町西１−６１
（クレメントプラザ６Ｆ）

ＴＯＰＩＡ
（徳島県国際交流協会）

１８：３０４月８日（木）

徳　島　市

徳島市藍場町２丁目１４番地
あわぎんホール

（郷土文化会館）
１３：３０４月１８日（日）

お問い合わせ　ＪＩＣＡ四国支部　　TEL：０８７−８３３−０９０１

試 験 会 場試 験 期 日受 付 期 間応　募　資　格募 集 種 目

松茂町の自衛隊基地

５月１５日４月１日〜５月１０日
２０歳以上２６歳未満

（ただし、２２歳未満の場合は大卒【見込含】）
幹 部 候 補 生

（男女）

５月２２日４月１日〜５月１０日１８歳以上２７歳未満
一般曹候補生

（男女）

受付時にお知らせし
ます。

年間を通じて行って
おります。　

１８歳以上２７歳未満
任期制自衛官

（男女）

※お問い合わせや資料請求は、鳴門地域事務所までお気軽にご連絡ください。（TEL：６８５−５３０６）

自 衛 官 採 用 案 内
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　四国財務局に、借金を抱え悩んでおられる方々のための「相談窓口」がご

ざいます。

　多重債務問題は必ず解決する問題です。悩まずに相談してください。

　必要に応じて、弁護士・司法書士などの法律専門家に引継ぎも行っており

ます。

● ● ●　多重債務でお悩みの方に　● ● ●

相談方法　まずお電話ください。相談費用は必要ありません。

連 絡 先　ＴＥＬ：０８７−８３１−２１５５（直通）

　　　　　ＦＡＸ：０８７−８６２−８７８０

　　　　　高松市中野町２６番１号

　　　　　四国財務局　財務広報相談官　多重債務相談員

四国新聞社

栗林公園

四国管区
　警察局

高
徳
線

バス停
（中野町）

旧国道11号線

中
　
央
　
通
　
り

栗
林
公
園
北
口

受付時間　月曜日〜金曜日

　　　　　（祝日及び 12/29 〜 1/3 を除く）

　　　　　９時〜１２時、１３時〜１７時

※常に水道メーターを見て、使用
　水量を把握してください。宅内

　漏水の早期発見になります。

※漏水が見つかったときは、個人
　負担でお近くの水道工事店等に

　依頼して修理してください。

※メーターボックスの上には
　物を置かないようにしてく
　ださい。

次のようにしていただきますと水漏れがわかります。

1

2

3

まず、家中の蛇口を全て閉めましょう。

次にメーターボックスのフタを開けてメー

ター器を見ます。銀色か赤色の星のような

形のもの（パイロット）を確認しましょう。

もしパイロットが回っていたら、宅内のど

こかで漏水している可能性があります。

宅内漏水の見つけ方

1 2 3

パイロット

転入・転出等で水道を休止・廃止・撤去する場合は、
申請手続きが必要です！

●　お問い合わせ先　●

上板町役場　水道課
TEL 088−694−6817

水道課からのお知らせ水道課からのお知らせ水道課からのお知らせ

宅 内 漏 水 に ご 注 意 く だ さ い 。
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　　お問い合わせ　　独立行政法人　自動車事故対策機構　徳島支所

　　　　　　　　　　　〒７７０−０００３　徳島市北田宮２丁目１４番５０号（徳島県トラック会館２階）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL（０８８）６３１−７７９９

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご 存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存 じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ でででででででででででででででででででで すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか存 じ で す か

【交通遺児等へ育成資金貸付け】

　

　

�対　象　者

　自動車事故により死亡または重度後遺障害者

となられた方の０歳から中学校卒業までのお

子様

�貸 付 金 額

　　一　時　金　　１５５,０００円

　　毎　　　月　　　２０,０００円

　　入学支度金　　　４４,０００円

�返済期間

　中学卒業後２０年以内

　（高校・大学等に進学する場合は、卒業まで猶予）

【重度後遺障害者へ介護料支給】

�対　象　者

　自動車事故が原因で、脳・脊髄または胸腹部臓器を損傷

し重度の後遺障害を持つため、常時または随時の介護が

必要な状態である方

�支 給 金 額

　①常時の介護が必要な方のうち、「重度後遺障害診断書」

で症状が「最重度」であると認められた方

月額　６８,４４０円〜１３６,８８０円

　②上記①以外で常時の介護が必要な方

月額　５８,５７０円〜１０８,０００円

　③随時の介護が必要な方

月額　２９,２９０円〜　５４,０００円

義務教育終了まで

育成資金　無利子　で借りられます

　平成 22 年 4 月から児童手当にかわり、子ども手当の支給が

始まります。

　児童手当では小学校修了までの児童を対象に 1 人につき 3 歳

未満は月額 10,000 円、3 歳以上小学校修了までは月額 5,000

円（第 3 子以降 10,000 円）でしたが、子ども手当では中学校修

了までの児童を対象に 1 人につき月額 13,000 円を支給します。

　所得制限はありません。

　支払い月は 6 月、10 月、2 月です。

　児童手当と同様に 6 月に現況届の提出が必要です。

　現在児童手当を受給している人は新たな手

続きは必要ありません。

　新たに手続きが必要な方には申請書をお送

りしますので、福祉保健課へ提出ください。

お問い合わせ先：役場福祉保健課（電話０８８−６９４−６８１０）

平成２２年４月分から平成２２年３月分まで

子 ど も 手 当児　童　手　当

月額　１３,０００円
中学校修

了まで　

月額　１０,０００円３歳未満

月額　　５,０００円

（第３子以降は

１０,０００円）

３歳以上

小学校修

了まで　

子ども手当について

　聴覚障害者を対象に意志疎通を円滑にす

るため手話通訳者を派遣します。また、設

置手話通訳者もいますので、通訳・ご相談

があればご連絡ください。

�対 象 者

　町内在住の聴覚障害者

�受付時間

　平日（月〜金）8：30 〜 17：30

　※緊急の場合は、時間外・土日祝も対応

していますので、メールにてご連絡く

ださい。

�申込方法：

　ＦＡＸ・メール等で当センターへ直接お

申込ください。

社会福祉法人　凌雲福祉会

障害者生活支援センター凌雲

ＴＥＬ　088 − 693 − 1117

ＦＡＸ　088 − 692 − 6776

メール　ryoun_shywa@docomo.ne.jp
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保健行事予定表　４月〜６月

Ⅰ．健康相談・健康教育

担　　　　　当内　　　　　　容場　　　　所時　　　　間月／日

保健師・理学療法士個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０４／６

保健師個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０５／１１

保健師・理学療法士個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０６／３

＊これまで老人保健法により市町村が実施して

いた各種がん検診、肝炎ウイルス検診は、健

康増進法により引き続き市町村で行います。

◎特定健診の受け方

実施主体である国保や健保組合などの医療保険者から、受診機関・

受診日などについてお知らせや受診券が送られてきますので、指定

の機関で受診してください。費用は各医療保険者で異なります。

　４．３歳児健康診査

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H１８．１１．１生〜H１９．１．３１生
問診・身体計測・尿検査・内科・歯科診

察・歯科相談・栄養・発達・育児相談
農村環境改善センター１３：００〜１３：３０６／９

　３．１歳６カ月児健康診査

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H２０．９．１生〜H２０．１１．３０生
問診・身体計測・内科・歯科診察・歯科

相談・栄養・発達・育児相談・聴力検査
農村環境改善センター１３：００〜１３：３０５／１３

　２．股関節脱臼検診・ブックスタート

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H２２．１．１８生〜Ｈ２２．４．１６生股関節脱臼検診・ブックスタート農村環境改善センター１０：３０〜１１：００６／１６

Ⅲ．乳幼児健康診査

　１．乳児健康診査 

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

Ｈ２１年

５月・６月・１１月・１２月生
問診・身体計測・内科診察・育児相談農村環境改善センター１３：３０〜１４：００

４／１４

６／２

Ⅱ．健康診査

　１．がん検診（集団検診）

料　　　金対　　　象内　　　　容場　　　　所受 付 時 間月／日

１，０００円

　　５００円

無　　　料

　　５００円

１，３００円

４０歳以上

４０歳以上

４０歳以上

５０歳以上

４０歳以上

胃がん検診

大腸がん検診

肺がん検診

喀痰検査

乳がん・甲状腺がん検診

農村環境改善センター８：３０〜１０：００

６／２４㈭

７／　８　㈭

８／２４㈫

１，３００円４０歳以上乳がん・甲状腺がん検診農村環境改善センター８：３０〜１１：３０７／２７㈫
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Ⅳ．予　防　接　種

　　「徳島県予防接種広域化」により、上板町内の医療機関に加えて、町外に

かかりつけ医があるなど、町外医療機関での個別接種ができます。

　予防接種の対象者には、個人通知をいたしますので、通知が届いたら保護

者の方は医師と相談をして接種計画を立てて受けましょう。

　　　　集団接種　　ポリオ　　　　個別接種　　ＢＣＧ・百日咳ジフテリア破傷風混合・ジフテリア破傷風混合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麻しん風しん混合（麻しん・風しん単独も可）・日本脳炎

　　＊麻しん風しん予防接種について＊

　　　麻しんは、麻しんウイルスの空気感染によって起こります。感染力が強く発熱、せき、鼻汁、めやに、発疹を

主症状とします。主な合併症としては、気管支炎、肺炎、中耳炎、脳炎があります。

　　　風しんは、風しんウイルスの飛沫感染によって起こります。軽い風邪症状で始まり、発疹、発熱、後頸部リン

パ節腫脹などが主症状です。合併症として関節痛、血小板減少性紫斑病、脳炎などがあります。また、妊婦が妊

娠早期にかかると、先天性風しん症候群とよばれる病気により心臓病、白内障、聴力障害などの障害を持った児

が生まれる可能性が高くなります。

　　　　定期接種の該当者は、以下のとおりです。

　　　　　第１期：１歳児　　　　　　　　　　　　　　第２期：小学校入学前１年間の幼児

　　　　　第３期：中学１年生に相当する年齢の者　　　第４期：高校３年生に相当する年齢の者

　　　確実に予防するためには、２回の予防接種が必要です。

　　　第３期、第４期はこれまで１回しか定期接種の機会がなかった世代の方が対象になりました。保護者の方は、

通知を受け取ったら、なるべく早期に予防接種を受けさせるように努めてください。

�お問い合わせ先� 役場福祉保健課（☎６９４−６８１０）

●保険料の計算方法　…　被保険者均等割額と所得割額を合計して，個人単位で計算します。保険料の上限は年額

５０万円です。 

保険料　＝　被保険者均等割額　４３,９９０円　＋　｛（総所得金額−３３万円）　×　所得割率　８.０３％｝

●保 険 料 の 軽 減　…　所得の低い方及び国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は，次のとおり

保険料が軽減されます。

【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定ののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ【後期高齢者医療制度】保険料率改定のお知らせ

　保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成２２年度及び平成２３年度の保険料率（被保険者均等

割額・所得割率）が決定しました。 

　後期高齢者医療制度では、被保険者一人ひとりに納めていただく保険料は、公費や現役世代の支援金とともに

大切な財源となります。

【お問い合せ先】　上板町福祉保健課　電話６９４−６８１０

均等割額の
軽 減 割 合

世帯の所得額の合計

８.５割３３万円以下

９割
被保険者全員が年金収入８０万円以下で、
その他の所得がないとき

５割
３３万円＋

（２４万５千円×世帯主以外の被保険者数）以下

２割３３万円＋（３５万円×被保険者数）以下

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応
じて、均等割額が世帯単位で軽減されます。

被保険者均等
割 額 の 軽 減

所得割の軽減割合基礎控除後の総所得金額等

５割５８万円以下

所得割額均等割額

負担無し９割軽減

被保険者の基礎控除後の総所得金額等に応じ
て、所得割額が軽減されます。

所 得 割 額 の
軽 減

後期高齢者医療制度加入の前日まで、国保・
国保組合以外の健康保険の被扶養者となって
いた方が対象となります。

被用者保険の被
扶養者であった

４３,９９０円（被保険者全員が等しく負担）

被保健者均等割額

８.０３％（被保険者が所得に応じて負担）

所得割率

�

�

�

�

������������������������������������������������������������
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●　

月
誕
生

１１
七　

條　

手
塚　

諒
・
沙
織

男
の
子　

琉
絆
︵
る
き
︶

高　

瀬　

西
内
直
治
・
智
恵

女
の
子　

琴
音
︵
こ
と
ね
︶

第
十
新
田　

佐
野
直
樹
・
美
香

女
の
子　

杏
菜
︵
あ
ん
な
︶

鍛
冶
屋
原　

松
本
勝
也
・
美
紗

女
の
子　

優
月
︵
ゆ
づ
き
︶

神　

宅　

上
原
政
孝
・
茉
利
子

女
の
子　

穂
乃
花
︵
ほ
の
か
︶

神　

宅　

土
田
英
起
・
祐
子

男
の
子　

篤
史
︵
あ
つ
し
︶

西　

分　
 

西
達
也
・
彩
香

男
の
子　

愛
斗
︵
ま
な
と
︶

佐
藤
塚　

安
藤
雅
也
・
美
智
代

男
の
子　

康
陽
︵
こ
う
よ
う
︶

七　

條　

藤
川
真
吾
・
李
娜

女
の
子　

楽
々
︵
ら
ら
︶

西　

分　

川
田
裕
太
郎
・
里
菜

女
の
子　

真
有
奈
︵
ま
り
な
︶

神　

宅　

松
本　

稔
・
ゆ
か
り

男
の
子　

悠
佑
︵
ゆ
う
す
け
︶

●　

月
誕
生

１２

鍛
冶
屋
原　

堀
北
晋
祐
・
真
由
美

男
の
子　

悠
斗
︵
ゆ
う
と
︶

鍛
冶
屋
原　

黒
川
直
人
・
澄
子

女
の
子　

美
雪
︵
み
ゆ
き
︶

神　

宅　

佐
藤
秀
樹
・
優
子

女
の
子　

愛
悠
︵
あ
ゆ
︶

引　

野　

新
見
旬
史
・
純
子

男
の
子　

冬
真
︵
と
う
ま
︶

引　

野　

前
田
明
徳
・
弥
生

女
の
子　

亜
依
︵
あ
い
︶

椎　

本　

木
内
友
規
・
結
子

女
の
子　

唯
愛
︵
い
ち
か
︶

下
六
條　

坂
東
雅
史
・
満
代

男
の
子　

拓
磨
︵
た
く
ま
︶

●
１
月
誕
生

引　

野　

三
浦
孝
治
・
忍

男
の
子　

蒼
︵
あ
お
い
︶

高　

瀬　

野
�
一
成
・
美
佳

男
の
子　

勇
太
︵
ゆ
う
た
︶

高　

瀬　

小
田
桂
司
・
倫
子

男
の
子　

雄
大
︵
ゆ
う
だ
い
︶

泉　

谷　

児
島
圭
亮
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お 誕 生 お め で と う
（平成21年11月〜平成22年１月誕生まで）

　飼い犬は法律により、生涯一回の登録と年一回の狂犬病予

防注射が義務づけられています。本年度も次のとおり実施し

ます。

４月20日（火）・21日（水）・22日（木）・23日（金）

※日程表は飼い主様宛に送付いたします。

※新しく飼い始めた方は、日程表を支部回覧いたしますので、

　都合の良い場所で受けさせてください。

注射手数料　　　3 ,000円

新規登録手数料　3 ,000円

　当日は大変混み合います。前もって登録していただき、

円滑に注射が出来ますようご協力ください。

　動物病院では、登録も注射も出来ます。前記日程で都合

の悪い方は、動物病院で受けてください。

実施日

「国民健康保険被保険者証」
の更新について

「国民健康保険被保険者証」
の更新について

税務課　国民健康保険係　☎６９４−６８０７

■手数料

お問い合わせ

　上板町国民健康保険に加入の皆様、保険証の

更新はもうお済みですか。更新していない保険

証で平成22年4月1日以降お医者さんにかかり

ますと全額自己負担となりますので、更新がま

だお済みでない方は、必ず更新をしてください。

なお、現在国民健康保険税を納め忘れなど未納

になっていると思われる方は、確認後至急納付

いただき、納付後保険証の更新にお越しくださ

い。直ちに納付できない場合は納付相談を行っ

ていますので役場税務課へお越しください。

　上板町成人式が１月２日（土）上板町中央公民館「大会議室」にて開催

され、本町では、179人（当日出席者139人）が新成人を迎えられました。

社会の一員として責任と自覚を持ち、夢に向かって大きく飛躍されるこ

とをお祈りいたします。


